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連連 結結 決決 算（経営成績）算（経営成績）

売 高 営業 益 経常 益

【対前年比較（2015～2016）】
公表=前回業績予想(8/9)

円高等の影響もあり、工作機械業界の厳

556 

300 

900 

公表 -150

0

500
公表 -300

20 000

30,000

21,500
26,454

公表 10,500百万円
百万円 百万円

売上高 営業利益 経常利益

公表 22,500 公表 0 公表 -300

、

しさは増しておりますが、輸送機器事業部

門の損益改善により、業績は上期、通期と

もに概ね計画通りに推移しております。
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売上高は公表計画（8/9付）通りとなり

ました。営業利益は、工作機械事業部門が
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は計画を上回りました。為替の影響は想定

より小さく、経常利益、純利益は概ね計画

通りとなりました。
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● 年度通期 業績見通し

売上高は工作機械事業部門が計画未達と

なる見通しですが、輸送機器事業部門の改

善により、営業利益以下、損益面は概ね公

表計画通り推移するものと予想しておりま
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す。

●今後の取組方針

当社が得意とするシステム工作機械につ
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いては、次年度以降の案件の引合いが多

く、次年度以降の増収増益を企図して受注

拡大に努めて参ります。
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工作機械関連事業部門（経営成績）工作機械関連事業部門（経営成績）
公表=前回業績予想(8/9)

【対前年比較（2015～2016）】
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売上高につきましては、今期は大口システム案件が
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前年同期比26.3%減となりました。
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プロジェクト管理の徹底による効果は継続しているも

のの、売上高減少の影響が大きく、268百万円の損失

（前年同期は205百万円の利益）となりました。
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下期の売上高は、欧米中の現地法人の売上増により

上期より改善するものの、本社の大型システム案件の

【半期比較】
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売上高回復は来年度にズレ込むことから、通期売上高

は11,230百万円（前期比28.3%減）を予想しておりま

す。営業利益につきましては、下期は現地法人の損益

改善により赤字幅が減少する見通しであり 通期で
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しております。
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国内 851 984 1,835 2,796

海外 924 2,399 3,323 3,275

※4Qは予測



工作機械関連事業部門受注動向工作機械関連事業部門受注動向

☆☆ 当社の受注高及び受注残高推移当社の受注高及び受注残高推移
●受注高

国内および北米への拡販による成果が出始め、受注は回復傾向
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自動車 109,809 82,466 （右軸）



売上高 営業利益

輸送機器関連事業部門（経営成績）輸送機器関連事業部門（経営成績）
公表=前回業績予想(8/9)

【対前年比較（2015～2016）】
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国内、ベトナム現地法人ともに安定した売上を維
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増）となりました。
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財政財政状態状態
総資産
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●財政状態

運転資金の圧縮により、バランスシート改善を継続しており、

借入金、総資産は減少しております。

総資産
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（総資産16/3末比 ▲4,410百万円）

利益剰余金の損失が増加しましたが、総資産圧縮により、自

己資本比率は0.7ポイント増加しております。
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15/3末 16/3末 16/9末短期借入金 2,146 2,360 2,409
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注記事項注記事項注記事項注記事項

本説明資料に記載いたしました業績見通し等の将来に関する本説明資料に記載いたしました業績見通し等の将来に関する
記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要
因 より大きく異なる 能性がある とをご了承くださ因により大きく異なる可能性があることをご了承ください。
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